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＜連絡事項＞
・特記事項なし
＜患者様連絡事項＞
・高橋　長一様～施設入所の為退院となっている。
・瀧又　富造様～便秘時センナリド処方となっている。
＜隔離・拘束患者様状態報告＞
・藤井　崇史様～終日隔離中。妄想言動なし。対応も穏やか。引き続き精神症状の観察を行い早期の処遇改善できるよう看護介入を行っていく。
・袴田　将志様～20時～6時の時間隔離中。私物要求頻回に聞かれている。対応時の興奮はなし。引き続き精神症状の観察を行い早期の処遇改善できるよう看護介入を行っていく。

・木村　格治様～終日隔離中。食事に対する不満、妄想言動きかれている。服薬も一時的に拒否がありスタッフをかえ対応している。引き続き精神症状の観察を行い早期の処遇改善できるよう看護介入を行っていく。

・澤村　彬様～終日隔離中。午前・午後1時間ずつ開放観察実施。断続的にドア蹴りあり。また、物の置き場所にこだわる様子みられている。引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善が出来るよう看護介入を行っていく。

・立花　圭様～20時～6時の時間隔離中。不穏、興奮無し。対応時の妄想言動もなし。自室とホールを行き来している。引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善できるよう看護介入を行っていく。
・見付　幸一様～両手・体幹身体拘束中。バイタルサインの異常はない。介助にて入浴行っている。褥瘡悪化傾向にあり。引き続き精神症状の観察を行い早期の処遇改善できるよう看護介入を行っていく。
・高屋敷　良子様～両上肢のみ身体拘束中。バイタルサイン異常無し。経管栄養中、胃部不快感の訴えあるが嘔気・嘔吐はない。介助にて入浴行っている。引き続き精神症状の観察を行い早期の処遇改善できるよう看護介入を行っていく。

・大久保　すい様～体幹のみ19:00～8:00身体拘束中。ベッド上にて足をあげ運動する様子あるが、危険行為は見られず。対応も穏やか。引き続き精神症状の観察を行い早期の処遇改善できるよう看護介入を行っていく。
＜要注目患者情報＞
・松谷　さと子様～他の患者の動向をスタッフへ報告してくることはあるが、対応は落ち着いており他者とのトラブルもない。
・夏坂　浩美様～食事は全量摂取しているが朝食後に嘔気の訴えあり。嘔吐することはない。体温37.1℃、頭部クーリング行っている。他バイタルサインの異常はない。
・矢崎　清三様～体温37.2℃で経過。痰絡みあり吸引している。腹痛の訴えなし。DIV19日まで処方となっている。
＜措置入院患者様ケース検討＞
・藤井　崇史様～2/11より気分高揚さ、大声での威嚇行為あり終日隔離開始。室内でシャドーボクシングなどをしているが対応は落ち着いており、妄想言動もなし。引き続き、他者との距離感や精神症状の変化に注意しつつ、観察・必要時介入行っていく。
